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懸
案
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
問
題
は
、
会

員
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど

を
基
に
検
討
が
加
え
ら
れ
、
二
月

十
二
日
の
幹
事
会
で
骨
子
が
決

ま
っ
た
。
会
名
に
つ
い
て
は
、

「
米
欧
回
覧
の
会
」
を
支
持
す
る

声
も
多
か
っ
た
が
、
新
し
い
時
代

を
視
野
に
ア
ジ
ア
、
ア
ラ
ブ
、
ア

フ
リ
カ
も
含
め
て
そ
れ
を
象
徴
す

る
「
亜
」
の
一
字
を
挿
入
す
る
こ

と
に
な
り
、
「
米
欧
亜
回
覧
の

会
」
と
な
っ
た
。
な
お
、
目
的
、

趣
意
書
、
役
員
、
新
組
織
な
ど
に

つ
い
て
は
、
現
在
検
討
中
で
あ
る

が
、
理
事
は
幹
事
を
兼
ね
、
会
の

決
定
機
関
、
執
行
機
関
は
従
来
通

り
幹
事
会
で
行
う
こ
と
に
な
る
。

申
請
は
四
月
上
旬
、
正
式
認
可
は

七
月
こ
ろ
と
推
定
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 

（
四
頁
に
関
連
記
事
） 

 

新
年
懇
親
例
会
盛
況
！ 

 

使
節
団
最
後
の
訪
問
国
で
あ

り
、
日
本
と
の
修
好
条
約
締
結
百

四
十
年
に
あ
た
る
ス
イ
ス
を
テ
ー

マ
と
し
た
新
年
懇
親
例
会
が
一
月

二
十
六
日
（
月
）
、
日
比
谷
松
本

楼
で
開
催
さ
れ
た
。 

 

ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ベ
ル
ダ
ン
駐
日

大
使
や
近
衞
忠
煇
氏
を
始
め
と
し

た
多
彩
な
参
加
者
を
得
て
盛
会
で

あ
っ
た
。 

 
 
 
 

（
詳
細
は
二
・
三
頁
参
照
） 
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最
近
、
極
め
て
示
唆
に
富
む
、

興
味
あ
る
二
冊
の
本
を
読
ん
だ
。 

 

一
冊
は
瀧
井
一
博
氏
の
「
文
明

史
の
な
か
の
明
治
憲
法
ー
こ
の

国
の
か
た
ち
と
西
洋
体
験
」
（
講

談
社
選
書
メ
チ
エ
）
で
あ
り
、「
岩

倉
使
節
団
の
憲
法
体
験
」
、
「
伊

藤
博
文
の
滞
欧
憲
法
調
査
」
、「
山

縣
有
朋
の
欧
米
巡
遊
」
の
三
章
か

ら
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
終
章
に

は
「
外
か
ら
見
た
明
治
憲
法
」
と

題
し
て
、
伊
藤
の
懐

刀
と
も
い
う
べ
き

金
子
堅
太
郎
が
明

治
二
十
二
年
に
「
新

憲
法
お
披
露
目
の

旅
」
を
行
っ
た
際
の

欧
米
の
評
判
を
紹

介
し
て
い
る
。
金
子

は
こ
の
旅
に
伊
藤

が
編
集
し
た
公
定

注
釈
書
と
も
い
え

る
「
憲
法
義
解
」
の

英
訳
書
を
携
行
し
、

当
時
一
流
の
学
者
、

著
名
人
か
ら
意
見

を
聴
取
し
た
の
だ
。 

 

そ
の
評
を
総
括
す
れ
ば
、
「
い

ず
れ
の
者
も
憲
法
そ
れ
自
体
の

出
来
に
は
太
鼓
判
を
押
し
た
」
と

あ
り
、
外
交
辞
令
も
あ
ろ
う
が
概

ね
好
評
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
と

同
時
に
多
く
の
識
者
が
指
摘
し

た
こ
と
は
、
こ
の
憲
法
を
う
ま
く

機
能
さ
せ
る
に
は
、
国
民
に
そ
の

歴
史
を
き
ち
ん
と
知
ら
せ
る
必

要
が
あ
る
と
し
て
、
「
歴
史
編
纂

を
国
家
的
事
業
と
し
て
遂
行
す

る
」
こ
と
を
強
く
薦
め
た
と
い

う
。
「
憲
法
」
は
そ
の
国
の
歴
史

に
深
く
根
ざ
し
、
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
て
く
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
で

あ
る
。 

 

も
う
一
冊
は
勝
田
政
治
氏
の

「
政
事
家
・
大
久
保
利
通
ー
近
代

日
本
の
設
計
者
」
（
講
談
社
選
書

メ
チ
エ
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

大
久
保
に
と
っ
て
の
「
米
欧
回

覧
」
が
い
か
に
重
大
な
意
味
を

も
っ
た
か
を
、
帰
国
後
の
事
跡
に

照
ら
し
て
詳
述
し

て
お
り
、
大
久
保
の

構
想
し
た
「
こ
の
国

の
か
た
ち
」
と
も
か

ら
ん
で
、
大
政
治

家
・
大
久
保
の
実
像

に
新
し
い
視
点
か

ら
迫
っ
て
い
る
。 

 

い
ま
、
ま
さ
に

「
憲
法
論
議
」
が
高

ま
り
、
与
野
党
と
も

真
剣
に
取
り
組
み

を
始
め
た
今
日
、
当

会
と
し
て
は
、
現
行

の
「
平
和
憲
法
」
と

明
治
の
創
業
者
が

求
め
た
「
こ
の
国
の
か
た
ち
」
を

比
較
考
量
し
、
近
代
日
本
百
五
十

年
の
歴
史
を
通
観
し
、
世
界
的
文

明
史
的
視
野
に
立
っ
て
、
新
し
い

「
国
の
か
た
ち
」
を
探
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
思
う
。
当
会
の
来

る
べ
き
十
周
年
記
念
の
「
グ
ラ
ン

ド
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
も
、
そ
の

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
こ
の
あ
た
り

に
収
斂
し
て
く
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。 

 

 

文明史的視野に立ち    

新しい「この国のかたち」を求めて 
 

泉 三郎 

 

四
月
全
体
例
会
は
、
十
七
日
（
土
） 

 
 
 
 
 
 

水
澤
周
氏
「
実
記
精
読
訳
出
の
旅
」
の
講
演
！ 

 

四
月
全
体
例
会
は 

、
四
月
十
七

日
（
土
）
、
午
後
一
時
か
ら
国
際
文

化
会
館
の
講
堂
で
開
催
さ
れ
る
。
こ

の
例
会
は
年
度
初
め
に
当
た
る
の

で
総
会
も
兼
ね
（
年
間
の
事
業
報

告
、 

会
計
報
告
）
、
今
後
の
事
業
計

画
に
つ
い
て
も
来
年
に
迫
っ
た
十

周
年
記
念
行
事
と
併
せ
て
議
題
に

の
ぼ
る
予
定
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
水
澤
周
氏
が
、
懸
案
だ
っ

た
「
米
欧
回
覧
実
記
」
全
五
巻
の
現

代
語
訳
と
い
う
偉
業
を
こ
の
二
月

で
成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
二

年
近
く
に
わ
た
っ
た
大
旅
行
、
「
回

覧
実
記
精
読
訳
出
の
旅
」
の
エ
ッ
セ

ン
ス
や
秘
話
を
ご
披
露
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
乞
う
、
ご
期

待
で
あ
る
。 

 

な
お
、
そ
の
出
版
に
つ
い
て
は

「
十
周
年
記
念
行
事
」
と
も
か
ら

ん
で
現
在
企
画
が
進
行
中
で
あ

る
。 

新年懇親例会（１月26日松本楼） 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
へ
骨
子
決
ま
り
、
い
よ
い
よ
申
請
へ 

現代語訳を終えた水澤周氏と 

『米欧回覧実記』全５巻 
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ニ
〇
〇
四
年
の
新
年
懇
親
例
会

は
、
一
月
二
十
六
日
（
月
）
十
八
時

三
十
分
か
ら
日
比
谷
公
園
内
の
松

本
楼
で
、
山
田
哲
司
会
員
の
司
会
進

行
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。 

 

本
年
の
テ
ー
マ
は
ス
イ
ス
で
あ

り
、
恒
例
と
な
っ
た
『
実
記
』
朗
読

は
永
島
千
代
子
会
員
が
行
な
っ
た
。

泉
代
表
の
挨
拶
に
続
い
て
、
藤
原
宣

夫
会
員
に
よ
る
紹
介
と
通
訳
に
よ

り
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ベ
ル
ダ
ン
駐
日

大
使
か
ら
挨
拶
を
頂
い
た
。
そ
し

て
、
日
本
ス
イ
ス
協
会
会
長
で
あ
る

近
衞
忠
煇
・
日
本
赤
十
字
社
副
社
長

に
よ
る
挨
拶
と
乾
杯
に
よ
り
、
格
調

高
く
幕
を
開
け
た
。 

 

ワ
イ
ン
や
フ
ォ
ン
デ
ユ
な
ど
の

料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
の
懇
談
が

暫
く
続
く
中
、
ス
イ
ス
に
造
詣
の
深

い
持
田
鋼
一
郎
会
員
や
使
節
団
首

脳
の
ご
子
孫
の
方
々
の
ス
ピ
ー
チ

を
頂
き
、
そ
の
中
で
大
久
保
利
泰
氏

は
、
本
邦
初
と
い
う
貴
重
な
資
料
を

紹
介
さ
れ
た
。 

 

当
日
が
八
十
才
の
誕
生
日
と
な

る
倉
本
昌
昭
会
員
へ
の
祝
杯
と
い

う
飛
び
入
り
も
加
わ
り
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
満
た
さ
れ
た
。
会
は
、
二

十
時
三
十
分
に
無
事
修
了
。 

 

泉
三
郎
代
表
挨
拶
（
要
旨
） 

 

ス
イ
ス
の
使
節
団
が
最
初
に
日

本
に
や
っ
て
き
た
の
は
一
八
五
九

年
。
そ
し
て
、
一
八
六
四
年
二
月
、

ち
ょ
う
ど
百
四
十
年
前
に
正
式
の

使
節
団
と
修
好
条
約
を
結
ん
だ
。 

 

対
し
て
日
本
か
ら
ス
イ
ス
へ
の

正
式
の
使
節
団
は
岩
倉
使
節
団
が

最
初
で
、
米
欧
諸
国
回
覧
の
最
後
の

訪
問
地
と
し
て
ス
イ
ス
を
訪
れ
た
。

そ
し
て
二
十
六
日
間
も
滞
在
し
て
、

リ
ギ
山
登
山
鉄
道
の
開
通
式
に
案

内
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
国
か
ら

帰
国
命
令
が
き
た
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で

は
、
市
民
の
有
力
者
が
レ
マ
ン
湖
周

遊
の
船
を
借
り
切
っ
て
歓
送
会
を

し
て
く
れ
た
。
久
米
邦
武
の
『
実
記
』

の
行
間
か
ら
そ
の
感
激
ぶ
り
が
伝

わ
っ
て
く
る
。 

 

そ
れ
以
来
百
三
十
年
経
っ
て
い

る
が
、
改
め
て
ス
イ
ス
の
方
々
の
ご

厚
情
に
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。 

 

日
本
は
百
四
十
年
の
間
に
山
あ

り
谷
あ
り
再
三
戦
争
も
あ
っ
て
今

日
ま
で
き
て
い
る
。
一
方
、
ス
イ
ス

は
戦
争
を
せ
ず
、
堅
実
に
資
本
を
蓄

積
し
て
豊
な
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ

し
て
い
る
。
日
本
と
対
極
に
あ
る
よ

う
な
お
国
柄
だ
と
感
じ
て
い
る
。 

 

今
の
日
本
の
状
況
は
、
改
め
て
米

欧
、
ア
ジ
ア
も
含
め
て
世
界
に
学
ば

な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
特
に
ス
イ
ス

か
ら
は
学
ぶ
事
が
非
常
に
多
い
と

思
う
。
今
日
の
日
だ
け
で
な
く
年
間

を
通
し
て
改
め
て
ス
イ
ス
を
勉
強

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

秋
に
は
ツ
ア
ー
を
組
ん
で
ス
イ
ス

  

修
好
通
商
条
約
締
結
百
四
十
年
記
念 

 
 

ス
イ
ス
を
テ
ー
マ
に
盛
会 

 
 
 
 
 
 

日
比
谷
松
本
楼
に
て 

新年懇親例会 

１月２６日（月） 

挨拶する泉代表 

 It’s without a saying that everyone is welcome to Switzerland. Not because we 
had a hundred thirty years ago the important Japanese mission came that you 
should be excused not to come in the 21st century. 
 Ladies and Gentlemen, it’s of course a very great pleasure for me to be here today 
for this New Year reception of the Iwakura Mission Society. I’m extremely pleased 
that you decided to make the year 2004 as the Swiss year to commemorate the 140 
anniversary of Japan and Switzerland relations. 
 Let me recall one or two historical facts. On June 21, 1873, the Federal Consulate  
President of Swiss Confed- eration at that time officially received the Iwakura 

Mission. This mission also met what we call now-
adays the civil society and visited not only Bern 
but also various parts of Switzerland. 
 One of the most important stop over was Geneva, 
which happens to be my hometown. And I’m glad 
to see that there are some pictures of Geneva here 
that I was very flattered to be that. The Iwakura Mission stayed for more 
than two weeks at this still existing famous Hotel des Belgues． 
 I’m convinced that we had still a lot of ancestors who showed courage, 
leadership and openness which we have still centuries to face the future 
in our relations. 

スイス共和国駐日大使 ジャック・ルベルダン氏のスピーチから 

駐日大使 

ジャック・ルベルダン氏 

大使は、赤十字創立五人

委員会の一人、アンリ・

デュフール将軍のご子孫

である。 

 

 

大使曰く“a  little  bit  expen-
sive”なHotel des Belgues 

藤原宣夫会員が軽妙な通訳で 

スイス大使の挨拶を紹介 
会場に展示された大久保利泰氏持参のスイスの

レシートや「アンベール幕末日本図絵」など 
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を
旅
し
て
み
た
い
。 

 

大
久
保
利
泰
氏
の
ス
ピ
ー
チ
か
ら 

 

利
通
は
、
国
内
の
事
情
で
帰
国
命

令
が
で
て
し
ま
っ
て
ド
イ
ツ
か
ら

帰
国
し
、
残
念
な
が
ら
ス
イ
ス
に
は

行
っ
て
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
利
通
の

三
男
に
あ
た
る
私
の
祖
父
は
ス
イ

ス
を
訪
れ
て
い
る
。 

 

私
の
祖
父
は
、
先
ず
明
治
二
十
年

に
ア
メ
リ
カ
の
エ
ー
ル
大
学
、
そ
れ

か
ら
ド
イ
ツ
の
ハ
ー
レ
大
学
に
明

治
二
十
七
年
ま
で
い
て
哲
学
の
博

士
号
を
と
っ
て
い
る
。
留
学
し
て
い

る
間
に
あ
ち
こ
ち
旅
し
た
ら
し
く

各
地
の
ホ
テ
ル
や
食
事
の
時
の
レ

シ
ー
ト
が
残
っ
て
い
い
た
の
で
今

日
持
参
し
た
。
一
八
九
〇
年
だ
か
ら

百
年
年
以
上
前
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

リ
ギ
山
の
リ
ギ
・
ク
ル
ム
と
い
う

ホ
テ
ル
に
も
行
っ
て
い
て
、
二
代
目

で

よ

う

や
く
ス
イ
ス
旅
行
を
果
た
し
た
こ

と
に
な
る
。
大
使
に
お
聞
き
す
る
と

こ
の
ホ
テ
ル
は
ま
だ
あ
る
そ
う
だ
。 

 

当
時
の
地
図
と
鉄
道
の
時
刻
表

も
残
っ
て
い
る
。
ご
披
露
す
る
の
は

今
回
が
初
め
て
だ
ろ
う
と
思
う
。 

 

和
田
昭
允
氏
の
ス
ピ
ー
チ
か
ら 

 

木
戸
が
使
節
団
で
ア
メ
リ
カ
に

行
っ
た
時
に
、
孝
正
、
正
二
郎
の
二

人
の
養
子
を
連
れ
て
行
っ
た
。
孝
正

に
は
二
人
の
男
の
子
が
あ
り
、
そ
の

長
男
が
木
戸
幸
一
で
終
戦
時
の
内

大
臣
で
あ
る
。 

 

木
戸
孝
允
は
和
田
家
に
生
ま
れ

桂
家
の
養
子
に
な
り
、
慶
応
三
年
に

な
っ
て
藩
主
か
ら
木
戸
の
姓
を
も

ら
っ
て
改
名
。
木
戸
幸
一
の
弟
の
小

六
が
和
田
家
の
養
子
と
な
っ
て
和

田
小
六
と
な
っ
た
私
の
父
で
あ
る
。 

 

使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
の
岩
国
藩
、

吉
川
重
吉
は
私
の
母
方
の
祖
父
で

あ
る
。
従
っ
て
、
祖
父
の
二
人
と
も

岩
倉
使
節
団
で
外
国
に
行
っ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。 

 
 
 
 
 
 

（
写
真
）
松
前
孝
廣 

 
 
 
 
 
 

（
写
真
）
岩
崎
洋
三 

 

岩
倉
使
節
団
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

滞
在
中
の
七
月
一
日
、
岩
倉
具

視
、
伊
藤
博
文
は
、
国
際
負
傷

軍
人
救
護
委
員
会
（
現
在
の
赤

十
字
国
際
委
員
会
）
の
モ
ア
ニ

エ
委
員
長
の
レ
マ
ン
湖
畔
の
別

荘
を
訪
ね
、
一
八
六
四
年
の

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
（
別
名
赤
十

字
条
約
）
へ
の
日
本
政
府
の
加

盟
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し
て

い
る
。 

 

『
米
欧
回
覧
実
記
』
は
、
こ

の
件
を
「
某
氏
ノ
別
荘
ニ
至

ル
」
と
一
行
記
し
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
。
委
員
会
の
記
録
に

よ
っ
て
二
人
の
訪
問
は
明
ら
か

で
あ
る
が
、
『
実
記
』
が
そ
の

事
実
を
伏
せ
た
理
由
は
、
恐
ら

く
条
約
加
盟
へ
の
国
内
の
環
境

が
整
わ
な
い
段
階
で
の
接
触
を

公
に
し
た
く
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。 

 

後
に
日
本
赤
十
字
社
の
創
設

者
と
な
る
佐
野
常
民
が
、
一
八

七
三
年
の
ウ
ィ
ー
ン
万
博
の
政

府
代
表
と
し
て
使
節
団
一
行
を

迎
え
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
訪
問
に
先

立
っ
て
各
国
赤
十
字
社
の
活
動

の
展
示
に
案
内
し
、
条
約
の
加

盟
と
赤
十
字
社
設
立
の
必
要
性

を
熱
心
に
説
い
た
こ
と
が
想
像

さ
れ
る
。 

 

後
年
佐
野
常
民
は
、
次
の
言

葉
を
書
き
残
し
て
い
る
。 

 

「
文
明
と
い
い
、
開
化
と
い
え

ば
、
人
皆
直
ち
に
法
律
の
完
備
、

又
は
機
器
の
精
巧
等
を
も
っ
て

こ
れ
を
証
す
と
い
え
ど
も
、
余

は
独
り
赤
十
字
の
如
き
盛
大
に

至
り
し
を
も
っ
て
こ
れ
が
証
左

と
な
さ
ん
と
す
る
な
り
。
真
正

の
文
明
は
、
道
徳
的
行
動
の
進

歩
と
相
伴
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」 

 

一
方
、
伊
藤
博
文
も
一
八
九

九
年
四
月
十
二
日
、
長
野
県
知

事
に
請
わ
れ
て
詩
を
作
り
、
自

ら
揮
毫
し
て
寄
贈
し
て
い
る
。 

 

十
字
赤
章
無
敵
讐 

 

千
軍
万
馬
接
矛
秋 

 

如
今
誰
問
華
夷
別 

 

一
視
同
仁
通
五
州 
 

赤
十
字
の
精
神
を
深
く
理
解

し
て
い
れ
ば
こ
そ
の
伊
藤
の
詩

で
あ
り
、
日
本
赤
十
字
社
長
野

県
支
部
に
現
存
し
て
い
る
。 

 

わ
が
国
で
は
目
下
、
自
衛
隊

の
海
外
派
遣
や
有
事
法
制
整
備

の
議
論
が
盛
ん
だ
が
、
今
日
の

リ
ー
ダ
ー
が
明
治
の
先
達
と
同

様
の
深
い
人
道
的
関
心
と
文
明

的
洞
察
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

願
う
の
み
で
あ
る
。 

 
岩
倉
使
節
団
と
赤
十
字 

  
近
衞
忠
煇
氏
の 

 
 
 
 
 

ス
ピ
ー
チ
か
ら 

近衞忠煇氏 

資料を手にスピーチ 

する大久保利泰氏 倉本昌昭会員の８０才誕生日とわかり全員で乾杯 

ピエール・イブ・

フックス文化広報担

当参事官もスピーチ 

近衞忠煇氏と歓談する司会を勤

めた山田哲司会員 

和田昭允氏 
永富邦雄氏 

（伊藤博文ご子孫） 

岩倉規子氏 

（岩倉具視ご子孫） 
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さ
る
二
月
十
二
日
の
幹
事
会
で
、

全
会
員
に
配
布
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
設
立

趣
意
書
の
原
案
を
検
討
し
た
。
そ
の

結
果
、
以
下
の
よ
う
な
「
設
立
趣
意

書
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
三
月
十
九

日
（
金
）
の
幹
事
会
で
は
、
こ
の
設

立
趣
意
書
を
含
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化

を
前
提
と
し
た
会
の
性
格
と
組
織
、

名
称
な
ど
の
最
終
決
定
の
た
め
の

討
議
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。 

◆
設
立
趣
意
書
（案
）
全
文 

「
米
欧
回
覧
の
会
」
は
、
明
治
四
年

か
ら
六
年
に
か
け
て
米
欧
諸
国
を

巡
覧
し
つ
つ
近
代
日
本
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
の
あ
り
よ
う
を
探
っ

た
「
岩
倉
使
節
団
」
と
そ
の
克
明
な

記
録
「
米
欧
回
覧
実
記
」
の
同
好
的

研
究
サ
ロ
ン
と
し
て
、
一
九
九
六
年

四
月
に
、
そ
の
研
究
家
で
あ
る
泉
三

郎
を
中
心
に
約
八
十
名
で
発
足
し

た
。 

 

以
来
、
こ
の
会
は
原
典
と
し
て
の

「
米
欧
回
覧
実
記
」
の
講
読
グ
ル
ー

プ
、
「
岩
倉
使
節
団
」
を
源
流
と
す

る
日
本
近
代
史
の
研
究
グ
ル
ー
プ
、

「
温
故
知
新
」
の
精
神
で
日
本
の
現

今
の
課
題
を
研
究
す
る
グ
ル
ー
プ

の
三
つ
を
柱
と
し
、
各
種
の
国
際
親

善
、
親
睦
交
流
の
催
し
、
内
外
の
歴

史
ツ
ア
ー
、
映
像
の
会
や
機
関
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作
な
ど
の
啓

蒙
・
広
報
活
動
な
ど
、
極
め
て
活
発

な
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
間
、

関
西
支
部
も
設
立
さ
れ
て
、
会
員
数

は
二
百
名
を
超
え
た
。
そ
し
て
二
〇

〇
一
年
十
一
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
に

培
っ
て
き
た
力
を
も
と
に
、
会
の
創

立
五
周
年
・
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
岩
倉
使
節
団
の
再
発
見
と
今
日

的
意
義
」
を
、
東
京
一
橋
の
学
術
総

合
セ
ン
タ
ー
で
三
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
は
、
内
外
か
ら
二
十
名
を
越
す
著

名
な
研
究
者
が
集
ま
り
、
多
彩
で
実

り
の
多
い
討
議
が
行
わ
れ
、
聴
衆
も

延
べ
千
人
と
い
う
盛
況
を
示
し
た
。

こ
の
催
し
に
は
国
際
交
流
基
金
、
東

芝
国
際
交
流
財
団
、
ト
ヨ
タ
財
団
か

ら
の
資
金
援
助
も
あ
り
、
す
の
報
告

書
は
思
文
閣
出
版
か
ら
刊
行
さ
れ

て
い
る
。 

 

当
会
の
特
質
は
す
ぐ
れ
て
学
際

的
・
業
際
的
で
、
豊
か
な
キ
ャ
リ
ア

を
も
つ
人
材
を
多
数
擁
す
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想

的
立
場
は
幅
広
く
ま
た
異
な
っ
て

も
、
常
に
フ
ラ
ン
ク
で
自
由
な
討
議

が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
会
の

基
本
精
神
は
、
「
岩
倉
使
節
団
」
の

志
を
受
け
継
ぐ
「
創
業
の
精
神
」
に

あ
り
、
「
米
欧
回
覧
実
記
」
が
も
つ

柔
軟
な
思
考
と
実
証
的
な
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
、
そ
し
て
既
成
概
念
に

囚
わ
れ
な
い
比
較
文
明
論
的
視
野

の
展
開
に
あ
る
。
そ
の
立
場
に
た
っ

て
、
「
世
界
の
中
の
日
本
」
の
あ
り

か
た
を
見
極
め
、
そ
の
あ
る
べ
き
未

来
像
を
探
り
、
そ
の
成
果
を
広
く
市

民
層
、
と
く
に
若
い
世
代
に
啓
蒙

し
、
「
よ
り
よ
い
日
本
」
、
「
よ
り

よ
い
世
界
」
を
築
い
て
い
く
た
め
に

い
さ
さ
か
で
も
寄
与
・
貢
献
す
る
事

を
目
的
と
す
る
。 

 

 

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
創
立
十
周
年
記
念
の
「
グ
ラ
ン
ド

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
や
「
米
欧
回
覧
実

記
」
の
現
代
語
訳
の
出
版
と
い
う
大

事
業
も
企
画
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
な
個
人
的
で
同
好
会
的
組

織
で
は
も
は
や
対
応
し
き
れ
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
際
、
組
織
的
に
も
、
資
金

的
に
も
一
段
と
充
実
を
は
か
る
必

要
が
あ
り
、
ま
た
、
会
の
名
称
に
つ

い
て
も
現
代
的
視
点
か
ら
「
米
欧
」

の
名
に
は
限
界
が
あ
り
ア
ジ
ア
、
ア

ラ
ブ
、
ア
フ
リ
カ
を
も
視
野
に
入
れ

た
「
亜
」
を
挿
入
す
べ
き
だ
と
い
う

認
識
か
ら
、
「
米
欧
亜
回
覧
の
会
」

と
改
め
た
い
。 

 

以
上
、
こ
こ
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
を
申

請
す
る
所
以
で
あ
る
。 

 
 
 

 

昨
年
十
二
月
、
全
て
の
会
員
に

対
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
契
機

に
し
た
新
し
い
運
営
形
態
や
名
称

な
ど
に
関
す
る
思
案
と
と
も
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
た
。
送
ら

れ
て
き
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
さ
れ

た
会
員
の
意
見
を
報
告
す
る
。 

一
．
こ
の
会
の
良
さ
、
魅
力 

 

集
約
す
る
と
「
多
彩
な
経
歴
の

人
々
が
集
ま
っ
て
知
的
論
議
が
交

わ
さ
れ
る
自
由
な
集
ま
り
で
あ

り
、
そ
の
中
心
に
『
実
記
』
が
あ

る
」
と
い
う
の
が
会
員
の
考
え
る

当
会
の
良
さ
で
あ
る
。 

ニ
．
欠
け
て
い
る
こ
と
、
問
題
点 

 

現
状
に
満
足
し
、
と
く
に
問
題

点
を
感
じ
て
い
な
い
会
員
が
多

い
。
し
か
し
、
「
部
会
の
範
囲
に

留
ま
り
会
と
し
て
の
目
標
が
な

い
」
、
「
横
の
つ
な
が
り
が
な

い
」
と
す
る
会
員
も
い
る
。 

三
．
今
後
に
期
待
す
る
活
動
・催
事 

 

現
在
の
活
動
深
化
に
加
え
て
、

「
『
実
記
』
と
使
節
団
の
実
像
や

魅
力
を
現
在
の
日
本
人
に
広
く
知

ら
せ
る
」
と
い
う
外
に
向
け
た
活

動
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。 

四
．
参
加
し
た
い
部
会 

 

現
在
参
加
し
て
い
る
部
会
の
継

続
、
複
数
の
部
会
に
参
加
し
た
い

と
す
る
人
が
多
数
を
占
め
る
が
、

入
会
し
て
日
の
浅
い
人
に
と
っ
て

は
「
部
会
に
入
っ
て
い
い
の
か
ど

う
か
す
ら
、
お
っ
か
な
び
っ
く

り
」
と
い
う
意
見
も
あ
る
。 

五
．
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
に
際
し
て
の
名
称 

 

新
名
称
の
試
案
は
、 

 

Ａ
歴
史
塾
「
米
欧
亜
回
覧
の
会
」 

 

Ｂ
史
塾
「
米
欧
亜
フ
ォ
ー
ラ
ム
」 

で
あ
っ
た
が
、
活
動
に
満
足
し
、

馴
染
ん
で
い
る
現
在
の
名
称
で
よ

い
と
す
る
人
が
最
も
多
か
っ
た
。

数
値
的
な
集
計
は
困
難
で
あ
る

が
、
現
状
で
良
し
を
一
〇
と
す
る

と
、
Ａ
案
七
、
Ｂ
案
三
と
い
っ
た

配

分

で

あ

る
。
ま

た
、
「
歴

史

塾
」
や
「
史
塾
」
は
い
ら
な
い
と

い
う
人
が
多
か
っ
た
。 

六
．
会
費
や
賛
助
金
、
寄
付
金
な
ど

に
つ
い
て 

 

会
費
は
も
う
少
し
上
げ
て
も

「
良
い
会
合
に
で
れ
ば
文
句
は
で

な
い
筈
」
と
い
う
意
見
、
と
会
員

減
や
、
催
事
に
参
加
し
に
く
い
地

方
の
会
員
の
負
担
感
を
心
配
す
る

声
が
あ
る
。
賛
助
金
を
募
り
た
い

が
、
そ
の
た
め
に
「
会
の
趣
旨
や

活
動
内
容
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
」
し

た
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
が
必
要
と
感
じ
て

い
る
。 

七
．
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
に
つ
い
て
の
意
見 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
は
必
要
と
す
る
積
極

的
な
会
員
も
少
な
く
な
い
が
、

「
特
に
な
い
」
と
い
う
人
も
多

い
。
ま
た
、
「
幹
事
会
と
一
般
の

会
員
の
温
度
差
を
感
じ
る
」
人
や

「
色
々
な
意
見
の
人
が
集
ま
っ
た

サ
ロ
ン
の
ま
ま
で
、
う
ま
く
運
営

で
き
る
か
」
と
心
配
す
る
意
見
も

あ
る
。 

八
．
グ
ラ
ン
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
案
、

発
表
し
た
い
テ
ー
マ 

 

・
会
員
の
研
究
発
表
（
伊
藤
博 

 
 

文
論
な
ど
） 

 

・
明
治
初
期
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち 

 
 

の
危
機
感 

 

・
日
本
の
ビ
ジ
ョ
ン 

 

・
日
本
人
の
生
き
方 

 

・
教
育
問
題 

 
 

な
ど 

 

（
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
） 

 
創
立
十
周
年
に
向
け
た
新
た
な
飛
躍
の
一
歩 

 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
に
関
す
る
設
立
趣
意
書
（案
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
と
ま
る 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
せ
ら
れ
た
意
見 
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歴
史
部
会
は
二
〇
〇
四
年
一
月

二
九
日
午
後
六
時
か
ら
開
催
さ
れ

た
。 

 

神
奈
川
大
学
中
村
政
則
教
授
の

三
回
連
続
セ
ミ
ナ
ー
の
第
一
回
で

あ
る
。
会
場
は
一
橋
の
学
術
総
合

セ
ン
タ
ー
二
階
会
議
室
で
、
参
加

者
は
大
阪
か
ら
の
会
員
も
含
め
四

五
名
と
盛
況
で
あ
っ
た
。 

 

始
め
に
米
欧
回
覧
の
会
代
表
の

泉
三
郎
氏
か
ら
挨
拶
と
趣
旨
説
明

が
あ
っ
た
。 

 

二
〇
〇
三
年
七
月
の
中
村
教
授

の
例
会
講
演
（
内
容
は
ニ
ュ
ー
ス

三
十
二
号
参
照
）
は
大
好
評
だ
つ

た
の
だ
が
、
日
本
近
代
一
五
〇
年

を
一
気
に
走
り
抜
け
た
の
で
、
さ

ら
に
細
部
が
聞
き
た
い
と
の
声
が

あ
り
、
こ
れ
に
応
え
て
本
連
続
セ

ミ
ナ
ー
が
企
画
さ
れ
た
の
が
経
緯

で
あ
る
。
三
回
に
分
け
て
各
論
を

展
開
し
て
い
た
だ
く
の
が
狙
い
で

あ
る
。 

 

ま
た
会
と
し
て
は
設
立
十
周
年

記
念
事
業
へ
つ
な
が
る
セ
ミ
ナ
ー

と
し
て
も
位
置
づ
け
た
い
、
と
の

内
容
で
あ
っ
た
。 

 
続
い
て
歴
史
部
会
の
幹
事
、
半

澤
健
市
氏
に
よ
る
講
師
履
歴
紹
介

の
あ
と
講
演
に
入
っ
た
。 

 

先
年
こ
の
会
で
司
馬
遼
太
郎
論

を
話
し
た
こ
と
が
あ
る
が
（
内
容

は
九
十
八
年
ニ
ュ
ー
ス
十
二
号
参

照
）
、
司
馬
の
よ
う
に
「
日
露
戦

争
を
境
に
日
本
は
急
坂
を
転
げ
る

よ
う
に
転
落
し
て
い
く
」
と
い
う

認
識
で
は
大
正
期
を
積
極
的
に
位

置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
ど
う
み

る
か
は
第
二
次
大
戦
の
「
戦
後
改

革
」
の
評
価
に
も
深
く
関
係
し
て

い
る
。
明
治
の
自
由
民
権
運
動
だ

け
で
は
戦
後
改
革
の
「
受
け
皿
」

に
な
ら
な
か
っ
た
。
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
が
短
命
に
終
わ
っ
た
こ
と

の
意
味
も
現
在
の
日
本
政
治
に
関

係
さ
せ
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

三
谷
太
一
郎
は
政
治
過
程
、
政

党
政
治
を
中
心
に
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
を
考
察
す
る
。
職
業
的
政
治

家
の
支
配
を
視
点
と
し
て
考
え
る

方
法
で
あ
る
。 

 

松
尾
尊
兌
（
た
か
よ
し
）
は
イ

ン
テ
リ
だ
け
で
な
く
広
汎
な
民
衆

運
動
と
と
ら
え
る
立
場
で
あ
る
。

民
衆
の
政
治
参
加
を
重
視
し
た
視

点
で
あ
る
。 

 
鹿
野
政
直
は
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
が
速
や
か
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
に

道
を
譲
っ
た
点
に
注
目
し
そ
の
理

由
を
文
明
開
化
に
排
除
さ
れ
た

人
々
の
「
怨
恨
」
に
求
め
た
。
人

間
社
会
の
非
合
理
的
要
素
に
注
目

す
る
。 

 

三
つ
の
立
場
は
対
立
で
は
な
く

補
完
し
あ
う
が
民
主
主
義
の
概
念

に
は
ち
が
い
が
あ
る
。
時
期
を
ど

う
考
え
る
か
に
も
諸
説
あ
る
。 

  

米
経
済
学
者
の
Ｊ
・
Ｋ
・
ガ
ル

ブ
レ
イ
ス
が
『
不
確
実
性
の
時

代
』
で
言
及
し
た
よ
う
に
第
一
次

大
戦
の
思
想
的
、
政
治
的
な
影
響

は
第
二
次
大
戦
よ
り
大
き
か
っ

た
。
改
造
の
時
代
、
デ
モ
ク
ラ
シ 

ー
、
民
族
自
決
な
ど
の
思
想
は
世

界
的
風
潮
と
な
っ
た
。
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
は
こ
の
世
界
史
の
流
れ

の
一
環
で
あ
る
。
思
想
、
運
動
、

制
度
と
し
て
の
民
主
主
義
に
つ
い

て
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

民
本
主
義
（
吉
野
作
造
）
は
天

皇
制
と
帝
国
主
義
に
弱
か
っ
た
。

普
通
選
挙
法
は
治
安
維
持
法
と
抱

き
合
わ
せ
だ
っ
た
。
「
内
に
は
民

主
主
義
、
外
に
は
帝
国
主
義
」
に

よ
っ
て
対
外
進
出
（
侵
略
）
が
起

こ
っ
た
。 

 

政
党
政
治
の
シ
ス
テ
ム
が
機
能

し
て
い
な
か
っ
た
。
選
挙
の
洗
礼

を
経
て
衆
議
院
に
議
席
を
も
つ
首

相
は
敗
戦
ま
で
に
原
敬
、
犬
養

毅
、
浜
口
雄
幸
の
三
人
だ
け
で

あ
っ
た
。
し
か
も
い
ず
れ
も
暗
殺

さ
れ
て
い
る
。 

 

「
道
路
族
」
の
源
流
と
も
い
う

べ
き
「
鉄
道
閥
」
な
ど
の
利
益
誘

導
政
治
も
現
在
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。 

 

世
界
的
な
一
九
世
紀
シ
ス
テ
ム

の
崩
壊
、
す
な
わ
ち
国
際
金
本
位

制
、
バ

ラ

ン

ス
・
オ

ブ
・
パ

ワ
ー
、
自
己
調
整
的
な
市
場
経

済
、
自
由
主
義
国
家
の
四
つ
が
、

い
ず
れ
も
崩
壊
ま
た
は
後
退
し
た

こ
と
で
あ
る
。
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
も
そ
の
世
界
的
現
象
の
一
環

と
し
て
崩
壊
し
た
の
で
あ
る
。 

 
 

 

以
上
で
約
八
〇
分
に
亘
る
講
演

が
終
わ
り
休
憩
の
あ
と
質
疑
応
答

に
入
っ
た
。
一
五
件
と
い
う
多
数

の
質
問
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
が

中
村
教
授
は
一
つ
一
つ
丁
寧
に
回

答
さ
れ
た
。
全
体
で
約
二
時
間
五

〇
分
に
及
ぶ
第
一
回
の
セ
ミ
ナ
ー

は
盛
況
裡
に
終
了
し
た
。 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
半
澤
健
市 

 
 

中
村
教
授
の
日
本
近
代
史
第
一
回 

「
大
正
テ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
ど
う
見
る
か
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

熱
気
溢
れ
る
―
歴
史
部
会 

歴史部会 

連続セミナー 

中村政則教授 

司会の半澤健市氏 

  

講
演
要
約 

 

い
ま
な
ぜ 

           

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か 

 

代
表
的
な 

 
 

 
 

 

三
つ
の
研
究
史
の
立
場 

 

第
一
次
世
界
大
戦
と 

 
 

 
 

 
 

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー 

 

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
遺
産 

            

ー
現
代
史
と
の
繋
が
り 

 

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

薄
命
だ
っ
た
理
由 
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二
〇
〇
四
年
歴
史
ツ
ア
ー 

    
札
幌
講
演
会
の
ご
案
内 

 

五
月
七
日
（
金
）
～
十
日
（
月
）

に
予
定
さ
れ
て
い
る
歴
史
ツ
ア
ー

は
、
桜
花
爛
漫
の
松
前
、
函
館
の
五

稜
郭
そ
し
て
札
幌
の
開
拓
記
念
館

な
ど
を
三
泊
四
日
で
巡
る
予
定
。
現

在
二
十
名
が
参
加
の
予
定
で
、
松
前

一
泊
だ
け
の
旅
も
ま
だ
申
込
み
可

能
で
あ
る
。 

 

今
回
の
ツ
ア
ー
に
は
、
歴
史
観
光

の
ほ
か
左
記
の
よ
う
な
講
演
会
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

◆
映
像
・
米
国
編 

 

◆
講
演 

・  

田
中
彰
氏
（
北
海
道
大 

        

学
名
誉
教
授
） 

     

・
演
題
「
岩
倉
使
節
団
の
今
日
的 

        

意
義
」 

 

◆
日
時 ･  

五
月
十
日
（
月
）  

十
三 

        

時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分 

 

◆
会
場
・
北
海
道
庁
赤
レ
ン
ガ
庁 

        

舎
二
階
会
議
室 

 

こ
の
講
演
会
だ
け
の
参
加
（
無

料
）
も
歓
迎
し
て
い
る
の
で
、
北
海

道
在
住
の
お
知
り
合
い
の
方
に
是

非
ご
案
内
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
演

会
の
終
了
後
、
田
中
彰
先
生
を
囲
む

夕
食
懇
親
会
（
別
途
費
用
六
千
円
）

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。 

★
お
詫
び
と
訂
正 

 

前
号
の
ニ
ュ
ー
ス
三
十
三
号
記

事
内
で
、
「
田
中
彰
・
北
海
道
大
学

名
誉
教
授
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
「
札

幌
大
学
名
誉
教
授
」
と
誤
記
い
た
し

ま
し
た
。
謹
ん
で
訂
正
し
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。 

■
第
六
十
九
回
・ 

  

小
菅
さ
ん
発
表 

  

と
忘
年
会 

 

ニ
〇
〇
三
年

十
二
月
四
日
に

開
催
さ
れ
た
。
第

一
部
は
ほ
ぼ
毎

回(

六
十
九
回
）
出

席
さ
れ
て
い
る

小
菅
心
子
さ
ん

の
「
欧
米
か
ら
み

た
岩
倉
使
節
団

（
イ
ア
ン
・
ニ
ッ
シ
ュ
編
）
」
に
つ

い
て
発
表
が
あ
っ
た
。 

 

内
容
は
、
こ
の
本
の
成
り
立
ち
、

使
節
団
の
公
式
目
標
、
当
時
の
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
進
歩
に
つ
い
て

（
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
、
カ
ー
ネ

ギ
ー
、
モ
ル
ガ
ン
な
ど
の
繁
栄
等
）
、

ア
メ
リ
カ
人
の
日
本
観
、
議
会
と
使

節
団
の
関
係
、
シ
ョ
セ
フ
・
ヘ
ン

リ
ー
の
ロ
ビ
ー
活
動
、
ワ
シ
ン
ト
ン

に
お
け
る
政
界
か
ら
の
歓
待
、
条
約

改
正
の
交
渉
、
使
節
団
が
得
た
も
の

な
ど
に
つ
い
て
。 

 

そ
の
後
、
水
澤
周
氏
よ
り
、
使
節

団
は
当
初
条
約
改
正
の
意
図
が
な

か
っ
た
が
、
森
・
伊
藤
に
同
調
、
天

皇
の
委
任
状
を
と
り
に
伊
藤
・
大
久

保
が
日
本
に
一
時
帰
国
す
る
こ
と

に
な
っ
た
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
の

解
説
。
同
氏
著
の
「
青
木
周
蔵
」
に

は
そ
の
あ
た
り
の
事
情
が
詳
し
く

書
か
れ
て
い
る
。
続
い
て
、
泉
三
郎

氏
よ
り
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
く
。 

 

第
二
部
は
忘
年
会
。 

 

七
十
回
に
な
ん
な
ん
と
す
る
読

む
会
の
発
展
と
会
員
の
健
康
を
祝

し
て
乾
杯
。 

続
い
て
、
読
む
会
を

こ
こ
ま
で
存
続
さ
せ
て
い
る
原
動

力
と
も
言
う
べ
き
、
水
澤
氏
に
一

同
こ
こ
ろ
か
ら
感
謝
し
て
、
久
米

さ
ん
ゆ
か
り
の
地
の
陶
器
を
感
謝

の
印

と
し
て
差

し
上
げ
る
。 

 

そ
の
他
、
関
西
歴
史
ツ
ア
ー
の

報
告
、
ニ
〇
〇
四
年
一
月
か
ら
の

読
む
会
の
方
針
な
ど
が
話
し
合
わ

れ
た 

■
第
七
十
回
・イ
ギ
リ
ス 

 

本
年
か
ら
約
二
年
を
か
け
て
、

米
欧
回
覧
実
記
の
中
心
と
も
な
る

第
二
編
イ
ギ
リ
ス(

第
二
十
一
―

四
十
巻)

を
新
し
い
切
り
口
で
取

り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

い
ま
ま
で
、
音
読
・
水
澤
氏
の

現
代
語
訳
・
意
見
交
換
・
解
説
と

い
う
パ
タ
ー
ン
で
き
た
が
本
年
よ

り
、
前
回
指
名
さ
れ
た
各
人
が
最

低
三
行
、
現
代
語
訳
を
す
る
こ
と

が
課
せ
ら
れ
た
。 

 
本
文
二
十
一
巻
英
吉
利
国
総
説

の
貿
易
、
工
業
・
製
作
、
風
景
、

風
俗
を
そ
れ
ぞ
れ
音
読
、
現
代
語

訳
を
一
人
三
行
く
ら
い
の
予
定

だ
っ
た
が
全
員
、
全
文
を
難
な
く

現
代
語
訳
さ
れ
た
の
で
、
時
間
が

大
幅
に
足
り
な
く
な
っ
た
が
、
こ

れ
も
七
十
回
を
迎
え
る
会
の
成
果

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。 

 

次
回
は
も
っ
と
音
読
・
意
見
交

換
の
時
間
を
と
る
と
い
う
こ
と
に

な

っ

た
。 

 

「
読
む
会
」
の
特
色
の
ひ
と

つ
、
二
時
間
あ
ま
り
の
勉
強
の
後

実記を読む会報告

連絡　クラウンインターチェンジ

info@crown-interchange.com

Tel  03-5469-2090  Fax 03-5469-2093

実記を読む会報告

連絡　クラウンインターチェンジ

info@crown-interchange.com

Tel  03-5469-2090  Fax 03-5469-2093

の
テ
イ
ー
タ
イ
ム
に
は
か
ね
て
よ

り
病
床
に
あ
る
合
田
さ
ん
の
ご
回

復
を
祈
っ
て
、
全
員
が
一
枚
づ
つ

手
紙
を
書
い
た
。
当
日
出
席
者
二

十
五
人
の
こ
こ
ろ
の
こ
も
っ
た
感

動
的
な”

手
紙
つ
づ
り”

を
一
冊
に

し
て
合
田
さ
ん
に
送
ら
れ
た
。 

 

ミ
ス
タ
ー
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
使
節
団
別
働

隊
の
こ
と
を
調
べ
て
お
ら
れ
た

（
第
六
十
七
回
読
む
会
報
告
参

照
）
合
田
さ
ん
は
、
読
む
会
で
も

率
先
し
て
会
計
を
引
き
受
け
て
く

だ
さ
り
、
六
時
三
十
分
開
始
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
五
時
ご
ろ
に
は
現

れ
、
そ
れ
は
熱
心
に
会
の
た
め
に

働
い
て
下
さ
っ
た
。 

 

私
た
ち
の
気
持
ち
は
合
田
さ
ん

に
伝
わ
っ
た
と
き
く
が
、
亡
く
な

ら
れ
た
の
は
、
言
い
よ
う
も
な
く

悔
し
く
、
残
念
だ
。
ご
冥
福
を
こ

こ
ろ
か
ら
お
祈
り
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

（
文
）
多
田
幸
子 

 

★
合
田
一
夫
氏
追
悼
の
記 

 

合
田
さ
ん
と
い
え
ば
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
を
連
想
す
る
ほ
ど

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
強
い
思

い
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
。 

 

Ｎ
Ｃ
Ｒ
に
勤
め
て
い
た
若
い

頃
か
ら
米
国
に
行
く
夢
を
持
っ

て
い
た
と
い
う
。
昭
和
四
十
六

年
（
一
九
七
一
年)

に
会
社
を
や

め
て
米
国
に
一
人
旅
に
で
か
け

た
。
以
前
、
日
本
に
来
て
い
た

留
学
生
ヒ
ッ
ギ
ン
ス
さ
ん
の
面

倒
を
見
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
方
に
自
宅
に
来
な
い
か
と

誘
わ
れ
た
ら
し
い
。
そ
こ
で

五
ヶ
月
も
お
世
話
に
な
り
、
そ

れ
以
降
三
十
年
の
長
き
に
わ

た
っ
て
親
交
を
深
め
た
と
い

う
。
先
方
は
世
代
が
代
わ
っ
た

が
友
情
を
お
互
い
に
大
事
に
さ

れ
た
よ
う
だ
。 

 

ご
本
人
は
尊
厳
死
協
会
会
員

で
遺
体
を
献
体
に
出
し
、
葬
儀

を
止
め
家
族
だ
け
で
密
葬
さ
れ

た
。
享
年
七
十
歳
。
寄
せ
書
き

は
ご
夫
人
が
読
ん
で
聴
か
せ
た

由
う
か
が
っ
た
。 

 

こ
こ
ろ
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
た
い
。 

フィラデルフィア独立会堂（銅版画集） 

合田一夫氏 

（昨年の読む会に
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れ
た
こ
と
に
全
く
同
感
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
に
三
百
項
目
以
上
の
注

記
を
皆
で
訳
し
、
新
し
い
発
見
も
多

く
、
翻
訳
者
の
苦
労
が
偲
ば
れ
る
。

翻
訳
は
通
訳
と
同
様
、
異
な
る
文
化

や
歴
史
の
橋
渡
し
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
正
確
な
直
訳
だ
け
で
は
不

十
分
で
あ
る
一
方
、
余
り
親
切
に
意

訳
す
る
と
原
文
の
味
が
損
な
わ
れ

る
と
い
う
困
難
を
伴
う
。
し
か
も
原

文
を
完
全
に
理
解
す
る
に
は
、
漢
籍

の
素
養
を
必
要
と
す
る
の
で
、
現
代

日
本
語
に
訳
す
だ
け
で
も
大
変
な

の
で
あ
る
。 

●
歴
史
の
勉
強 
 

さ
て
、
使
節
団
が
ワ
シ
ン
ト
ン
に

到
着
し
、
国
会
議
事
堂
を
訪
問
す
る

く
だ
り
が
私
の
当
番
に
当
た
り
、
ロ

タ
ン
ダ(

円
形
大
広
間)

に
掲
げ
ら

れ
た
絵
画
の
話
が
出
て
き
た
。
原
文

で
は
「
十
帳
」と
な
っ
て
い
る
の
を
、

英
訳
で
は
、[

実
際
に
は
八
点]

と
訂

正
さ
れ
て
お
り
、
注
記
に
そ
の
八
点

の
題
名
と
画
家
の
名
前
が
記
さ
れ

て
い
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が

良
く
数
え
て
み
る
と
七
点
し
か
記

さ
れ
て
い
な
い
。
単
な
る
不
注
意
で

あ
ろ
う
が
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
上
陸
か

ら
ア
メ
リ
カ
建
国
に
い
た
る
歴
史

上
の
重
要
事
件
を
描
い
た
も
の
な

の
で
、
歴
史
の
勉
強
の
た
め
に
調
べ

て
み
た
。
そ
の
前
に
柴
田
会
員
が
大

陸
横
断
鉄
道
の
く
だ
り
で
、
使
節
団

が
乗
っ
た
で
あ
ろ
う
車
両
内
部
の

写
真
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

探
し
出
し
、
コ
ピ
ー
を
見
せ
て
い
た

だ
い
て
い
た
の
で
、
私
も
「
米
国
国

●
英
語
の
勉
強 

 

英
語
の
勉
強

に
な
る
と
思
っ

て
参
加
し
た｢

英

訳
実
記
を
読
む

会｣

で
あ
る
が
、

二
百
数
十
ペ
ー

ジ
を
終
わ
っ
た

現
在
、
原
文｢

米

欧
回
覧
実
記｣

の

理
解
が
よ
り
深

ま
る
と
い
う
一

石
二
鳥
の
成
果

が
得
ら
れ
喜
ん
で
い
る
。 

 

前
々
号
で
小
林
会
員
が
指
摘
さ

英訳実記を読む会報告

連絡　岩崎洋三

zaa96087@oak.zero.ad.jp

Tel &Fax  03-3488-0532　

英訳実記を読む会報告

連絡　岩崎洋三

zaa96087@oak.zero.ad.jp

Tel &Fax  03-3488-0532　

■
例
会
報
告 

 

一
月
二
十
三

日(

金)

、
阪
急

グ
ラ
ン
ド
ビ
ル

の
関
西
文
化
サ

ロ
ン
で
新
年
会

を
兼
ね
た
例
会

を
十
四
人
が
参

集
し
て
開
催
。 

 

十

一

月

の

「
関
西
歴
史
ツ

ア
ー
」
の
船
戸

さ
ん
撮
影
の
ビ

デ
オ
を
鑑
賞
し
、
多
く
の
方
々
か
ら

手
紙
な
ど
で
お
礼
を
頂
い
た
こ
と

を
報
告
。 

 

待
望
の
ビ
デ
オ
版
「
岩
倉
使
節
の

米
欧
回
覧
」
三
巻
を
鑑
賞
し
た
。
ビ

デ
オ
版
は
ス
ラ
イ
ド
の
時
よ
り
簡

潔
に
な
り
、
そ
れ
で
い
て
新
し
く
集

め
ら
れ
た
資
料
や
写
真
が
あ
っ
て
、

一
挙
に
三
巻
見
て
も
飽
き
る
こ
と

は
な
く
好
評
だ
っ
た
。
『
米
欧
回
覧

実
記
』
の
名
文
が
も
っ
と
欲
し
い
と

の
感
想
も
あ
っ
た
が
、
ス
ラ
イ
ド
版

も
見
て
い
な
い
会
員
が
多
く
、
集
め

ら
れ
た
資
料
に
感
心
し
て
い
た
。 

 

今
後
の
関
西
支
部
の
運
営
は
、
山

崎
世
話
人
に
加
え
て
北
村
彰
一
氏

と
難
波
康
熈
氏
が
積
極
的
に
協
力

す
る
こ
と
に
な
り
、
や
は
り
『
米
欧

回
覧
実
記｣

を
始
め
か
ら
、
ゆ
っ
く

り
と
読
む
こ
と
に
全
員
賛
成
。
次
の

集
ま
り
を
四
月
十
六
日
（
金
）
、
会

場
は
今
ま
で
通
り
、
凌
霜
ク
ラ
ブ
で

開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

（
文
）
山
崎
岳
麿 

 

関西支部報告

連絡　山崎 岳麿

Tel&Fax　06-6853-3137

takechan@tcct.zaq.ne.jp

関西支部報告

連絡　山崎 岳麿

Tel&Fax　06-6853-3137

takechan@tcct.zaq.ne.jp

会
議
事
堂
」
で
検
索
し
て
み
る
と
簡

単
に
八
点
の
画
像
と
と
も
に
各
場

面
の
詳
し
い
説
明
な
ど
が
出
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
抜
け
て
い
る
の
は
、

七
点
目
の｢

コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
卿
の

降
伏｣

（
一
七
八
一
年
、
ヨ
ー
ク
タ
ウ

ン
に
お
け
る
英
軍
の
降
伏
に
よ
り

独
立
戦
争
は
終
結
し
た
）
と
判
明
し

た
。
六
点
目
が
同
じ
画
家John 

Trum
bull

に
よ
る｢

サ
ラ
ト
ガ
に

お
け
る
バ
ー
ゴ
イ
ン
将
軍
の
降
伏｣

（
一
七
七
七
年
、
英
軍
の
降
伏
に
よ

り
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
分
離

が
防
が
れ
独
立
戦
争
の
転
機
と

な
っ
た
）
な
の
で
混
同
し
た
の
で
あ

ろ
う
。 

●
あ
ら
捜
し
の
楽
し
み 

 

な
お
、
久
米
の
原
文
で
は
、
三
点

に
つ
い
て
の
み
場
面
説
明
が
あ
る

が
、
そ
の
一
つ
は｢

ワ
シ
ン
ト
ン
の

大
統
領
選
出｣

と
な
っ
て
お
り
、
英

訳
も
そ
の
ま
ま
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
何
れ
も
間
違
い
で
、
正
し
く
は

八
点
目
の｢

陸
軍
司
令
官
を
辞
任
す

る
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
将
軍｣

（
一
七
八
三
年
、
ア
ナ
ポ
リ
ス
で
開

会
中
の
国
会
に
辞
任
を
申
し
出
た

場
面
で
、
文
民
に
よ
る
民
主
制
を
確

立
す
る
上
で
重
要
な
意
味
が
あ
っ

た
）
で
あ
り
、
英
文
注
記
に
は
正
し

く
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

一
石
三
鳥
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
検
索

を
利
用
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
原
文
あ

る
い
は
英
訳
文
の
あ
ら
捜
し
を
お

お
い
に
楽
し
み
た
い
。 

 
 
 
 
 

（
文
）
三
原 

浩  

■
部
会
報
告 

 

ニ
月
六
日
、
講

師
に
吹
田
尚
一

元
三
菱
総
合
研

究
所
常
務
取
締

役
（
前
敬
愛
大
学

国
際
学
部
教
授
）

を
招
き
、
「
ア
メ

リ
カ
は
ど
う
い

う
国
か
、
日
本
は

ど
う
向
き
合
う

の
か
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
開
催
。 

 

ア
メ
リ
カ
と
は
、「
絶
対
的
自
由

主
義
」
信
仰
を
有
し
、
隔
絶
し
た
軍

事
力
に
よ
り
世
界
各
国
に
こ
の
自

由
主
義
の
考
え
方
を
啓
蒙
し
よ
う

と
す
る
国
で
あ
る
。
即
ち
、「
理
念

主
義
的
＝
法
律
主
義
的
ア
プ
ロ
ー

チ
」
を
基
本
と
し
た
外
交
政
策
が

ア
メ
リ
カ
の
や
り
方
で
あ
る
。 

 

対
し
て
、
戦
後
の
日
本
は
敗
戦

だ
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
と
経
済
重

視
の
商
人
国
家
を
追
求
し
、
貴
方

任
せ
の
対
応
を
し
て
き
た
。
こ
れ

が
誤
り
で
あ
る
。
大
き
く
三
つ
の

点
で
問
題
が
生
じ
て
い
る
。 

 

第
一
は
、
安
全
保
障
問
題
。
価
値

の
多
元
化
時
代
に
お
い
て
、
ア
メ

リ
カ
の
「
啓
蒙
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
」
は
も
は
や
時
代
遅
れ
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま

で
は
日
本
は
「
世
界
の
保
安
官
の

助
手
」
に
な
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。 

 

第
二
は
、
ア
メ
リ
カ
的
競
争
重

視
、
個
人
の
権
利
主
張
と
い
う
価

値
観
を
日
本
の
教
育
の
中
で
受
け

現未来部会報告

連絡　塚本 弘

Tel  03-3211-2765  Fax 03-3213-1371

tn@.ne.jp

現未来部会報告

連絡　塚本 弘

Tel  03-3211-2765  Fax 03-3213-1371

tn@.ne.jp

入
れ
る
べ
き
か
否
か
と
い
う
問
題
。 

 

第
三
は
、
経
済
の
問
題
。
日
米
経

済
関
係
に
お
け
る
米
国
か
ら
の
各

種
の
要
求
（
ド
ル
安
・
円
高
に
よ
る

産
業
競
争
力
の
低
下
、
公
共
投
資
増

大
計
画
、
「
八
％
基
準
」
に
よ
る
銀

行
の
駆
遂
、
「
時
価
会
計
」
「
減
損

会
計
」
に
よ
る
企
業
資
産
の
剥
げ
落

し
な
ど
）
は
、
全
て
日
本
側
に
罪
が

あ
る
と
い
う
一
方
的
な
自
己
主
義

の
態
度
で
あ
る
が
、
日
本
の
経
済
学

者
は
続
々
こ
れ
に
賛
同
。 

 
以
上
の
よ
う
な
刺
激
に
満
ち
た

お
話
に
対
し
、
出
席
会
員
か
ら
活
発

な
賛
否
両
論
の
議
論
が
出
さ
れ
、

「
ア
メ
リ
カ
」
に
対
し
日
本
が
ど
う

向
き
合
う
べ
き
か
に
つ
い
て
、
今
後

さ
ら
に
真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
議

論
を
終
え
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
文
）
塚
本 
弘  
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「米欧回覧の会｣ご案内 

趣 旨    この会は「岩倉使節団」に興味をもち、その

記録である｢米欧回覧実記」に関心を抱く

人々の集まりです。 

この大いなる旅と「実記」はまさに「温故知

新」の宝庫と言えましょう。 

この素材を媒体にして歴史をふりかえり現

代の直面する諸問題についても自由に語

りあおうという会です。 

会 員    上の趣旨に賛同する人なら誰でも入会できま

す。 

例 会   年に４回くらい全体例会をもちます。 

部 会    テーマ別に読む会、歴史、現未来、メディア

部会等があり、映像サロン・勉強会・旅行会・

研究会・シンポジウムなどを行っています。 

機関紙   年に４回程度機関紙を発行し活動報告や会

員の意見発表、情報交換の媒体とします。 

幹 事    会員の中から、代表１名、幹事十数名を選    

び、運営を担当します。 

会 費   年会費5,000円とし、主として通信費及び機関

紙代に充当します。例会・部会・講演会などに

ついては、その都度の会費とします。 

事務局   当面「イズミ・オフィス」に置きます。 

〒192-0063 八王子市元横山町1-14-16 

E-mail:info@iwakura-mission.gr.jp 

TEL:0426-46-3310  

FAX:0426-45-8700 

入会申込 

 氏名･連絡先(自宅或いは勤務先の住所･TEL･

FAX)現職&キャリアを事務局までFAXまたは郵便で

お送りください。なお年会費は郵便振込が便利で

す。 

 00180-2-580729 米欧回覧の会 

＜催し案内＞ 

2004年3月～2004年7月の予定です 

 
 

編
集
後
記 

☆四月全体例会 

  日 時：4月17日（土） 13：00～17：00      

  場 所：国際文化会館 講堂 

  講 演：水澤周氏「回覧実記精読訳出の旅」 

  総 会：ＮＰＯ問題、10周年記念事業問題 

☆実記を読む会 

  日 時：４月８日（木）第24巻 倫敦府の記中 

     ５月13日（木）第25巻 倫敦府の記下 

     ６月３日（木）第26巻 里味陂府の記上 

     ７月８日（木）第27巻 里味陂府の記下 
     ＊本年度から第二冊、イギリス編、21巻 

       から40巻までを約２年をかけて読み進 

                      む予定。（１回１巻の目安） 

  場 所：南青山クラウンインターチェンジ内サロ

ン 

         電話 03－5469－2090 

☆英訳実記を読む会 

  日 時：３月18日（木）18：30～21：00 

  場 所：国際文化会館 セミナー室 

  会 費：１０００円（食事・飲物はでません） 

    世話人 岩崎洋三 zaa96087@oak.zero.ad.jp 

☆歴史部会 

 テーマ：日本近現代史（連続セミナー第３回） 

  講 師：中村政則氏（神奈川大学教授） 

 日 時：３月27日（土）14：00～17：00 

      「戦後日本の岐路」 

  場 所：学術綜合センター会議室（神田一橋） 

  会 費：２０００円 

    ＊照会は半澤健市 khanzawa@dh.catv.ne.jp 
☆関西支部例会 

 日 時：４月16日（金） 

 場 所：大阪凌霜クラブ会議室 

◇

ス
イ
ス
を
テ
ー
マ
と
し
た
新

年
懇
親
例
会
は
盛
会
で
し
た
。
単

に
宴
会
と
し
て
盛
り
上
が
っ
た

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
当
会
が

対
外
的
に
も
認
め
ら
れ
る
だ
け

の
組
織
力
が
あ
る
こ
と
を
証
明

し
た
立
派
な
運
営
で
し
た
。
そ
の

裏
方
を
支
え
た
の
は
、
藤
原
、
山

田
の
両
幹
事
を
中
心
と
し
た

並
々
な
ら
ぬ
会
員
個
々
の
力
で

す
。 

◇
外
部
に
対
し
て
当
会
を
も
っ

と
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
い
う
気

運
が
高
ま
り
、
ニ
ュ
ー
ス
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま

す
が
、
機
材
も
技
術
も
素
人
の
域

に
留
ま
り
、
な
に
ぶ
ん
個
人
的
な

仕
事
で
組
織
的
な
動
き
が
で
き

て
い
ま
せ
ん
。
今
回
も
発
刊
が
遅

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

◇
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
な
ど
に
た
い
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
み
る
と
、
当
会
の

問
題
点
と
し
て
「
横
の
つ
な
が
り

が
な
い
」
、
会
員
歴
の
浅
い
人
に

は
「
既
存
の
部
会
に
入
り
こ
め
な

い
」
と
い
う
意
見
が
み
ら
れ
ま

す
。
自
由
に
参
加
で
き
る
こ
と
が

会
の
良
さ
と
思
っ
て
い
る
多
く

の
会
員
の
方
に
は
意
外
と
思
わ

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

オ
ー
プ
ン
な
組
織
で
あ
っ
て

も
、
“
壁
”
が
あ
る
よ
う
に
見
え

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
で
き
る
だ
け
積
極
的
に
部

会
や
催
し
に
参
加
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。 

 
 
 

（
Ｎ
） 

 

（印刷 e-shop幕張 043-297-7051) 

・・・・ホームページのご案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ◇米欧回覧ニュース第１号からのバックナンバー   ＊皆様のご意見をお聞かせ下さい 

 ◇会の催し・部会活動の速報                                （ホームページ編集に関心のある方歓迎します） 

 ◇＜群像＞岩倉使節団とその周辺（パネル３０枚） 

 ◇インターネットサロン（会議室） など  http://www.iwakura-mission.jp 


